





内 藤 忠 雄
種苗会 社の団体であ る日本種苗協会の ド部機関に1そ 菜種子生産研究会」(略称:そ 生研)と
い う組織があ り毎年世 界各地の種 苗生産 の現況や動向を調査 した り,日 本の採種技術の紹介を し
ているとい う。1998年は第11回目で中央ア ジア3国(ウ ズベキスタ ン,ト ル クメニスタ ン,カ
ザフスタンを訪問す るので参加 しませんか とい う誘惑(私 は若 い頃 よりシル クロー ド地域に憧憬
θ)念を持 っていた)が あ り,訪 問団の団長(ト キ タ種苗㈱社長)か らも 「あそ こら辺は色んな メ
ロンがあ るんだ よ」 とい う誘惑 に負けて酷暑の8月18Hよ り8月29日まで,そ 生研第11回海外
技術交流一中央 アジア3ヶ 国訪問団(総 勢29名,1・シア語通訳1名)に 随行することに した。
8月17H,成 田に前泊 し,8月18Hアシアナ航空で ソウルへ行 き,ウ ズベキスタン航空に乗 り
換 え夜9時 タシケン ト空港に到着 した。3ヶ 国を案内するガイ ド女史(アンナさん)に迎 えられ,
イ ンターコンチネンタルホテルに着いて驚 いた ことには,副 都心新宿のホテルセ ンチ ュ1)・一の よ
うな近代的ホテルで私が想像 していたよ うなチ ャ ドルで身を包 んだ 女性な ど1人 もいなか った。
後に分 った ことだが,タ シケン トはす でに国際都市であ り古のオアシスの都市を期待 していた私
の ロマ ンは初 日か ら裏切られ た,と 同時に 自分の国際性のな さに愕然 として しまった。
翌8月19日,ウ ズベキ ス タン植物生産研究所 と野菜 ・メロン ・ポ テ ト研究所を 見学 したが,
分f"レベルの研究を してい る私にとってはあ まり興味をひ くものはな く,日 本の県の農業試験場
の よ うだ とい う感覚 しかなか った。 ただ,桑 の木が1本 庭 にあったが,枝 垂れ桑で,養 蚕業が
将来また 自然化 となれぽ,こ んな桑の木 も機械化 ・オー トメーシ ョン化,省 力化のために役 立つ
か も知れない と思 った。帰路バザールへ行 ったが ウ リ類の大 きいのに驚か された。特に メロン類
は 口本 では全 く見 られない大 きい1個 当 り10数kgもあるような ものが ゴロゴP並 べてあ った。
団長の時 田氏は,「これ らの種 子を 日本へ持 ち帰 って,栽 培 しても,こ んなに大 き くならないん
です よ」 と打ち明けて くれた ことが印象的であ った。
夕方,タ シケン トか ら小型機で トル クメニ スタンの首都 アシュハバー ドに向 った。アシ ュババ
ー ド空港 で我 々を迎 えたパ スは冷房が な く,車 内は蒸 し暑い,バ スは古びてお り,こ の国の状態
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は悪いな と直感 した。 しか し,到 着 したア クアルテ ィンホテルは素晴 らしか った。
翌8月20日 には農業 園芸研究所 を訪れ る途中,現 地 ガイ ドの レイナ さんか らこの国の概 況説
明があ った。 トノしクメニス タンは50万キ ロ平方 メー トルの広い国⊥を もつがその80%は砂漠で
生活環境は厳 しい。昔か ら農耕が行われたのは オアシスの周辺に限 られ,ア シュババ ー ドも大き
なオアシスの周 りに発展 した街であ り,近 くには カラクム運河があ り,天 山山脈か ら水を引いて
い る。 人[は450万人で国土 は 日本の2倍 なのに,人]は20分 の1に 過 ぎないのは,水 が少 な く
気候が厳 しいか らであるとい う。冬の気温はそれほ ど ドが らないが風が冷 たい。 夏の暑 さはひ ど
く時に50℃に達 する。年間降雨量は240mmで春 と秋の3～4ヶ 月間 だけ で農業をするのは大変
であ る。農業 では綿花栽培が重 要で綿の ことを"自 い金"と 呼んでい る。穀類の生産では品種改
良が進み生産が順調に伸びてい る。 も う1つ は絨 毯で手仕事で作る もので,は っき りとした色
が 白慢 であ る。 また馬 も有 名であるとの ことであ った。
トル クメニスタ ン農業園芸研究所では各分野の専門家達 の話を聞いたが,野 菜 ・ウ リ類では.
メロンと野菜栽培,両 方で年間70万トン生産 されてい るが,ま だ供給 量としては不足 してい る
ため,よ い品種 の育種が必要 である との事であった。穀類では コムギ,オ オムギ,ラ イムギの他
に,ト ウモ ロコシ.ス ーダングラス,イ ネ,ア ル フ ァル ファなどの育種 と採種 を行 っている。 こ
の国は独 立以来,自 国産の コムギでパ ンを作る ことを短期間に解決す る必要があるが,栽 培面積
は増加 させ られてい るが,慢 性的な種子不足のため,ま た,肥 料費,灌 概費,病 害虫防除費の コ
ス トダウン政策 のため,コ ムギ収量 はヘ クター ル当 り2ト ンに過 ぎない とい うことであ った。
国家が生産 者に種子,農 業機械,肥 料,水 を供給 し,生産者には販売代金 で返済 させ るそ うであ
る。「不足す る コムキ種 子はどこか ら持 って くるのか1と い う質問には,大 部分,品 種 といえな
い不良種子で補 っている らしい。 果樹では,晴 天H数 が多 く,H射 量が多 く,日 照時間が長 く⊥
壌が肥 沃で,水 の得 られ るところなら どこで も多 くの果樹栽培が可能 であ り,ブ ドウ,ア ンズ,
モモ,ス モモ,リ ンコ,ナ シで,バ ルカ ン地方か らはオ リ 一ーブ,イ チ ジク,カ キが送 られて くる
とい う。「ブ ドウは,私 達の誇 る果実 で,大 変質の高 い ものが得 られ る」 と日前の ブ ドウの試食
をすす め られ たが,私 はそんなに品質が よい とは思 えなか った。 この国の果樹 の総栽培面積は
3万 ヘ クタール,そ の うち ブ ドウは2.5万ヘ クタールで,収 量は年 に よって4ト ンか ら15トンと
ば らつ きが大 きい。最近 のブ ドウ栽培では,新 植 して密植栽培化す ることを推奨 し,収 量 目標 を
25～30トンに置いている。 また,6月 か ら次の年の1月 まで収穫 できる品種があるそ うである。
農業園芸研究所 には農業博物館があ り,こ の館長が 「トルクメニスタンの メ・ンア トラス」(ト
ノしクメニス タン語)と い う本 を書いてい るとい うので,こ の 人の話を聞 くことになった。相 当年
輩の 人で したが,「私は博 物館の案内係であ り,館 長であ り,農 業園芸研究所の研究 員で もあ り
博物館を熱烈 に愛 する者である」 とい う話か ら始 まり,r博物館は古い ものを集めただけでな く,
研究材料 と考えていること,歴 史を知 ることで,現 在 を知 り,将来 を考 えることが出来 る」 と熱
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情を もって語 られ,「この本は80年の研究の結果で主要品種67種が記録 され ている」 とい うこと
であ った。 しか し,次 の事 は私の胸 に強烈な印象 となって今で も焼 きついている。「この国には
100種以上が 各州の メPン 試験場 で各国の メロンを栽培 してい るが,そ の中には 日本の メロンも
　 　 　 　
あ り,口 本人のよ うな小 さ くて可愛 い メロンです。」 この国の ように メロン栽培に適 した条件 を
備 えた地域 であ って も,「日本の メロンは小 さい」のであ る。 この ことは,口 本の メロソ品種に
は,も はや,メ ロン適地 に適応で きる遺伝子をすでに失 っている可能性が濃厚であ り,同 時に,
日本の メロンは 日本 とい う雨期の長 い,日 照不足,過 湿 とい う条件に適応 して小 さな メロソにな
っていると言え よう。 ソ∫,中央アジアの ように,晴 天 日数が多 く,日 射量が強 く,水 分が適度
にあ り,土 壌が肥 沃であ ることで メロン果実は大 きくな った と考えられる。 メロソ果実 の潜在能
力を引 き出 した一 このためには多 くの突然変異があ り,そ して選抜があ り,今 日の メロンとな
ったのであろ う。果実が大 きくなるこ との遺伝子を失 った日本の メロソを用いて品種改良を して
も,日 本の メロン果実は大 きくはならないであろ う一 …導 入育種 の健在 と遺伝資源確i保の必要性
を再認識 させ られたのであ る。 この ような事は,毎 日,育 種の現場 で仕事を している人達 には常
識であろ うが私には よい勉強 にな った。 トル クメニス タンの メT・ンは重 さが25kgに達す るもの






写真2カ ザ フスタ ソのバザ ール
大きな メロンが並べ られてい る。
写 真3メ ロ ン の 大 き さ
(カザ ソ ス タ ソの バ ザ ー ル で)
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次に ブ ドウ園 の見学 に行 ったが,そ の途中でガイ ドさんか らアシュババ 一ードは恋の町の意味だ
と知 らされた。 また途中の カラクム運河 を渡 ったが,こ の運河の水もカス ピ海 に到達 することな
く砂漠に消えて しまうとい う。
ブ ドウ園では ブ ドウが実 っていた。8月 か ら収穫が始 まり1月 まで続け る ことが出来 るとい
う。 元 「葉県暖地園芸地験場長をへて全農営農 ・技術セ ンター顧門の酒井俊昭氏に 「栽培技術は
ど うですか?」 と聞いた所,「 日本の50年前,い や もっと前の時代だね」 と言われ た。
ブ ドウ園を去 り,イ スラム教会へ行 った一 とい うよ り,この国へ来た ら訪問す るのが礼儀で
ある らしい。途中,農 家の庭先にあるイチ ジクの木を 見せて貰 った。 人きい木である。ホテルで
も イチ ンクを加 丁 した ものを食べたがおい しか った。 日本で食べ るイチジクは私はあま りおい し
いとは感 じていなか ったが,こ の国のイチジクは美味であ った(加 工法が異な るのであろ う)。
イス ラム教会は周囲の畑 とは似 て も似つか ない程,異 様 な美 しさで,新 築 したばか りの よう
だ。 普通 女性は モスクには 入れないが,こ こは記念碑で もあるので,べ 一ルを被れぽ 入ることが
で きる。 しか し,半 ズボ ソで来た訪問団の男性は入れて貰えなか った。内部 での撮影 も禁止 さ
れ,清 潔でなるほど坐 って祈 りをす るほ どの ことはあると感 じた。 また,内 部の雰囲気 も寺院で
ある特有の荘厳 さがあ った。
翌8月21日は ニサの遺跡だけの訪問であ った。
遺跡 は小高い丘の上 にあ って何んの建造物 ら しきものは な く,周 囲に城壁 らしき土が盛 ってあ
り,皆,く ずれ て しまった(,ク)と思われ る。 紀元 前に建設が始 ま り3世 紀 まで続いた と言われ
て も,信 ん じがたい程,な に もな く,1二だけで草も木もない荒地であ る。 しか しこの乾 き切った
場所に もところどころに草があ りラ クダソウ(ト ゲがあ り,ラ クダだけが食べ られ るとい う)と
い う植物 だそ うだ。
8月22日朝,ア シュババー ドか ら国内便で ウズベキス タン国境近 くの タシ ャウズまで1時 間で
到 着す る。途中,乾 燥 した土地に真 自い部分が広大に拡が ってい るのが機内か ら眺 められたが,
塩の結晶だそ うである。乾燥地では塩害がひ どい と言わオ1ているが,こ のよ うに眼 ドに真白い塩
を見せつけ られては,こ れはひ どい と思わ ざるを得 ない。到着 した空港は国内機専用(戦 闘機 も
あ った)だ が,ト イレは不潔 その ものであ り,うす暗 く日本の終戦直後の東京の公園の トイ レの
よ うに汚なか一,た。 バスで陸路に よる ウズベキスタンに再入国す るのは,パ スポ… トを見せ るだ
けで簡 単であv-,た。 この付近 はイネ,ワ タの栽培が多い。塩分を含む1二地 だけに メロンを含めて
耐塩性作物 になっている とい う。
午後,ウ ルゲンチ到着後,ホ テルに直行 した。 ジェフェイ ソホテルは今同の旅行で もっとも最
悪なホテルであ 一,た。 もと軍隊の將校宿舎を改造 した らしいのだが,ド アの錠前(日 本の古い鍵
型)が なかなか開か ない。 また冷房 もきかない。
ウルゲ ンチ近郊のア トライヤ コルホースを訪問 した。 ここの長 と覚 しき人物が,イ スラムの帽
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子をかぶ り,体 は 小 さいが風格のあ る老人であ った。 日本人が30名近 くの団体 で来た こ とが ×
変 うれ しそ うで大歓迎を して くれた。彼が語 るところに よれば,こ こホ レズム地方の メロソは世
界 一であ り,こ の原因は雨天が な く日射量が 多い こと(年 間降雨量200ミリー 日本な らば一 夜に
して降 って しま う),さらに アム ・ダ リア河の水を利用で きるこ と,そ して この河の水が豊富な
栄養源 を運 んできて くれ るか らだとい う。 実際の栽培には,塩 害の防1ヒのために畑をアム ・ダ リ
ア河の水で3回 洗 うとい うことであ った。 この地方の メロンに詳 しい,そ して過去何 回 もこの
地を訪れた ことのあ る元農林水産省野菜試験 場の芦 沢正和氏は私に,「昔は 各オアシスごとに,
それぞれ特有のメ ロソ品種があ ったんです よ」 と教えて くだ さった。実際 どこへ行 っても,種 類
の多 さに驚か され る。果形 も球形,扁 球形,楕 円形,卵 形,紛 鐘形,シ リンダ 形ー とあ り,果 皮
の色 も黄色,緑 色,灰 緑色,濃 緑色,青 緑像,褐 色,燈 色 と多彩である。果皮 の質 も凹凸あ るも
の,平 滑,条 溝,し わなどがあ り,硬 さに も段階がある ようだ。…番驚か され るのは,果 実の大
きさで,1個30kgに なる ものがあ る とい う。1個10数kgの ものは ゴロゴ ロ市場や街で売 って
い る。 日本の メ1;ン栽培家達 も驚 いていたのは,1株 に この ような大 きな メロン果実を3～4個
をつける とい うことだ った。全 く信ん じられない ような話である。 日射 量の強 さだけでこんな大
きな果実をつける ものだろ うか。私に も分 らない。誰かが 言っていたが,本 当に 日本人の常識 で
は理解 できないこ とが多 い。H本 に帰 ってか ら友 人や知 己に この話をす ると,皆 「味は大味で し
ょう」 と異 口同音に言 うが,私 は 「とんで もない。種類によってそれぞれ違 う」 と答えている。
メロンの味には,シ ャリ,シ ャ リとす るものもあれば,と ろけるよ うな味 もあ り,そ れ らの ミッ
クス した味 もあ り,さ らに糖度 も18度もあ るもの もあ り数度 の もの もあ り,味 も千差万別,種
々の味 があ り,長 の老人が 「昔は,こ の品種"メ ロンの王様"1個 と若 い女性 と交換 した ものだ」
とい う言葉には驚いて しまった。確かに資料に よると,ウ ズベキ スタソへの旅行記(モ ロッ・・の
旅行家グ)著書で14世紀末)の 中で1章 をさいてホ レズムの メPン 賛美が 書かれている とい う。
私は行かなか ったが圃場 見学 ののち,ホ テルへ着いた。圃場へ行 った人の話に よると,我 々が学
ぶ べ き栽培技 術は何 もない との事であ った。畝間は1m,株 間は80cmで直播 で1株10個 の種
子 を播 き,1株 とす ると言 うことであv)た。
8月23日午前 ヒワの遺跡 見学,夕 方の国内便で タシケ ン トに戻 りイ ソターゴンチネ ンタルホテ
ルに宿泊 した。
8月24日バ スで タシケ ソ トか らサー/ルカ ンドへ向 う。 パスのガ イ ドさんの話 では,ア ラル海が
干上 って湖の面積が狭 くな って きたのは,人nが 多 くな りアム ・ダ リア河な どアラル海に注いで
いた河か らの水の利用が 多 くな り,こ のため河の水量が少な くな り,湖 までに到達 しない うちに
河がな くなって しま うか らである との事であ った。東京 での情報は地球温暖化 のため雨が降 らず
その上温度が上が り,湖 水の蒸発が激 しいか らと聞いていたが,ど ち らが本 当なのであろ うか。




8月25日同 じ道を通 って タシケン トへ戻 った。旧 日本兵が強制労働 で造 った とい うナ ヴォイ劇
場を見学,劇 場内の豪華な レス トランで昼食を した。
8月26日朝 の便で カザソス タンの アルマ トイへ向 った。 ホテルは アンカラホテルで,こ のホテ
ルも立派で庭園 も近代的で素晴 ら しか ったが,こ の国の内情 も経済的に大変であることを後で知
った。 中央博物館を 見学 した時,日 本 の江戸時代の もの と思われ る絵画や陶器があ ったのを 見
て,は じめて,シ ル クロー ドの一都市に来てい る実感を味 うことが出来た。
ジ ャガイモ野菜研究所 では タマネギの採 種を している農場 を見学,そ の後でバザ ールへ行 っ
た。
8月28口には,も ともとソビエ ト農業科学 アカデ ミーであ ったが,現 在は カザ フスタン科学 ア
カデ ミーで話を聞いたが,私 が興味 を持 ったのは,ア ブラナ科野菜を宇宙で栽培 し,持 ち帰 った
ものの細胞を増殖 し経過を観察 してい るとの事だ った。8月25日に も280日の飛行を終えて帰 っ
て きたが,字 宙で30種の野菜を栽培 して持ち帰 りその後の結果を調査す る予定だ とい う。
カザ フス タン農業研究セ ンターは,か つて ロシア,ウ クライナ と共に3大 アカデ ミーと言わ
れていた と誇 らしげに語 っていた。宇宙飛行で50%も増収す る品種 もあ り,年 間,4～5回 宇宙
船が打 ち上げ られてお り実験を継続す る予定であ ると言 っていた。
植物生理遺伝バ イオエ ンジニア研究所 を訪ねたが,教 科書に書いてあるような説 明だけであ っ
た。 また研究員を 日本に送 り込んでいる とい う話 もあ った。
ホテルに帰 り,解 団式をおこない,夜9時 空港に到着 し,そ れぞれの帰路についた。
追記
この旅行 団の正 式の詳細な記録は,団 長 の時田勉氏に よ り 「農耕 と園芸」3月 号 よ り連載 され
ている ことお よび酒 井俊昭氏に よる 「日本種 苗新聞」平成11年3月21H号に掲載 されているこ
とを追記 します。
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